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はじめに

■ この本の概要
この本は、国際的に拡がるアサナ（ポーズ）をとることを中心にした近
代ヨガが、どのように始まったかを研究したものである。今日、欧米で
ヨガといえばもっぱらアサナ練習のことであり、そのようなヨガの教室
はいたるところにあり、今では、中東、アジア、ラテンアメリカ、オー
ストラリアでも同じような状況になりつつある。「ジム」タイプのヨガ
は、インドでも都市部の富裕層で人気が再燃している。ヨガ人口の統計
は正確なものがないものの、ポーズをとるヨガが人気を博しているのは
間違いないと言えよう＊1。1990年代以降、ヨガは数億ドル規模のビジネス
となり、アサナの知的所有権の激しい法廷闘争もいくつも起きている。
スタイル、シークエンス、ポーズなどが、個人や会社、政府などによっ
てフランチャイズ権が与えられたり＊2、著作権が設定されたり、特許を
受けたりしているのだ。また、ヨガのポーズを使った商品は、ケータイ
からヨーグルトまで幅広い。2008年には、アメリカのヨガ実践者は、年
間57億ドルをヨガ教室、ヨガ旅行、ヨガグッズに支出すると推計された
［Yoga Journal 2008］。これはネパールのGDPのほぼ半分に当たる［C.I.A. 2008］。
こうした世界的なヨガ・ブームにもかかわらず、（瞑想用の座位を除いて）
アサナが本当にインドのヨガ実践の伝統において中心的なものだったと
いう証拠はほとんどない。ヨガ流派の多くが正統的ヨガを伝えていると
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主張しているにもかかわらず、中世からある身体重視のハタ・ヨガでさ
え、アサナ中心であったという確証はない（第 1 章参照）。今日のアサナ中
心のヨガのありようは、近代以前にはみられなかったものなのである。

1800年代後半には、主に英語圏でのヨガの再興がインドで始まり、ヴ
ィヴェカナンダ（1863-1902年）の教授法などにより、実践的なテクニック
や理論が生まれた。しかし、その頃の新しいヨガのありようにおいてす
ら、今日ほど盛んなアサナ練習はみられなかったのである。むしろアサ
ナや他のハタ・ヨガのテクニックは、ヴィヴェカナンダや同時代の人び
とには、はっきりと不適切で悪趣味だとして退けられていたのだ。結果
として、再興した英語圏に広まるヨガの世界では、アサナはほとんど影
を潜めていたのである。そこでこの本は、まず、なぜ近代ヨガの草創期
にアサナが避けられていたのか、またどうしてそれが大きく変化してア
サナが含まれるようになったのかを解き明かそうとするものである＊3。
そんな始まり方をしたアサナ練習が、どうして今日、国際的に拡がるヨ
ガの基本として、これまでに広く受け入れられるようになったのか。ど
うして近代ヨガの創始者たちの青写真にはアサナが含まれていなかった
のか、また、どうしてそれが復活出来たのか。

1890年代のヴィヴェカナンダの時代には、ポーズをとるヨガの実践は
「ヨギン」（あるいは「ヨギ」）と結びつけられていた。この用語は、厳密に
はナータの系統に属するハタ・ヨガ実践者を指すが、広く苦行者、魔術
師、大道芸人などを指すこともあった。また、よくイスラム教徒の「ファ
キール」と混同されることもあり、ヒンドゥーの宗教的構造の中では、
あまりよくないものとみなされるようになっていた。ハタ・ヨガの大道
芸的ポーズは、後進性や迷信と結びつけられていたため、科学的

0 0 0

で近代
0 0

的
0

なヨガの再興にはお呼びでないと考える人が多かったのである。この
本の前半は、こうしたヨギンが、旅行記や研究書、ポピュラー文化、ヨ
ガ実践の文献の中でどのように描かれていたのかを調べ、ハタ・ヨガの
同時代的イメージを探る。これは後半で、ハタ・ヨガがどのように変化

し、インドの宗教的・社会的構図の中で位置付け直されていったかを考
察する基礎となるものだ。
この本は、重要な知られざるヨガの発展の歴史に光を当てるものだ。

近代ヨガの研究といえば、1890年代半ばに行われたヴィヴェカナンダに
よるアサナなしのヨガ宣言から、1920年代に始まったアサナの間をつな
ごうとしてこなかった。ド・ミシェリス［De Michelis 2004］とオルター［Alter 

2004a］は、この歴史の空白時期を扱った研究ではあるものの、どうしてア
サナが排除されていたのに名誉回復出来たのかについては、充分には説
明出来ていなかった＊4。そこで、この研究では、今日の国際的ヨガをつ
くり上げてきた要素は何だったのかをみつけ、B・K・S・アイアンガー
やそのほかの指導者たちによって1950年代に開花した、国際的アサナ革
命の前史を明らかにする。
この前史には、国際的な身体文化運動や、それが19世紀から20世紀へ

の転換期にどのようにインドの青年の意識に影響を与えたかという問題
も含まれる。似非宗教の様相を示していた身体文化は、19世紀にヨーロ
ッパでブームとなっていたが、それがインドに渡って、ヒンドゥー愛国
主義と結びついた。そこで、インドの

0 0 0 0

身体文化を育てようとする中で、
ヒンドゥーの伝統的エクササイズとしてアサナ再興の道がついたのであ
る。欧米の身体文化の流れをくむアサナ練習がインドで発展し、やがて
それが欧米に還流し、「奥義的体操」と合流して、（ヨガの伝統とは何の関係
もなく）19世紀半ばのヨーロッパとアメリカで流行したのだ。今日知られ
ているポーズ中心のヨガは、欧米の汎宗教的な身体文化とヴィヴェカナ
ンダ以降に起こった「近代」ハタ・ヨガの言説との対話の結果生まれた
ものだといえる。それは常にインドのハタ・ヨガの伝統に根ざしている
とされているものの、ポーズ中心のヨガは、その伝統の直系を継承して
いるとはみなせないのである。
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■ 資料・方法論・射程
この研究はまず、1800年代後半から1935年頃までの英語で書かれた大衆
的なヨガ・マニュアル本を調べるところから始まった。ド・ミシェリス
［De Michelis 2004］では、「近代ヨガ」はヴィヴェカナンダの『ラージャ・ヨ
ガ』［Vivekananda 2001 (1896)］に始まると定義されたが、神智学協会によるM・
N・ドヴィヴェディ［Dvivedi 1885, 1890］や、ラム・プラサド［Prasad 1890］など
の少数の例外を除いて、だいたい実用的な英語のヨガ・マニュアルがひ
とつのジャンルとなったのも、確かに『ラージャ・ヨガ』以降である。
ただし、J・ゴードン・メルトンは、ラム・プラサドの本を最初に

0 0 0

「ヨガ
練習を普及させようと解説した本」と評価している［Melton 1990: 502］。ケ
ンブリッジ大学図書館と、ロンドンの大英図書館のインド事務所が所蔵
している本の文献調査をしてみたところ、1920年代以前には「アサナ」
や「ハタ・ヨガ」というキーワードでは、人気のある教科書はかなり少
なかった。そこで、その後、スタンフォード大学のグリーン・ライブラ
リーとカリフォルニア大学バークレー校の図書館でも文献調査を行った
が、アメリカの文献についてもほぼ同じような結果となった。しかし、
この文献調査のおかげで、現在入手可能なインド・イギリス・アメリカ
の1930年代までに英語で書かれたヨガ実用本を網羅的に確認することが
出来たのである。しかし、第二次世界大戦後は、ヨガに対する興味が非
常に増大したために、ヨガ本の数も増えたし、自分自身でも懐かしい本
もいろいろあったのだが、この時期は文献調査の対象外であったので、
私がもっとも詳しいわけではない。ただ、第二次世界大戦後の英語のヨ
ガ・マニュアルは、以前とは格段に異なってポーズ

0 0 0

中心になったという
傾向だけは間違いなく指摘出来る＊5。
こうした文献調査を通じて、いくつかの研究テーマが立ち上がってき
た。まず、なぜアサナやハタ・ヨガは初期のヨガ・マニュアルにほとん

ど現れなかったのか。次に、なぜ20世紀半ばになってポーズをとるヨガ
がこれほどまでに流行し始め、アジア圏以外ではむしろヨガといえばポ
ーズをとるヨガとして普及したのはどうしてか。さらに、今日のヨガ実
践やその信念の体系は、果たして「近代的」な類型に属しているのだろ
うか。また、もしそうであれば、しばしばつながりが主張されている中
世のハタ・ヨガ伝統との関係はいかなるものであったのか。
ボンベイを中心に活躍したシュリ・ヨゲンドラ（1897-1989年）とスワミ・

クヴァラヤナンダ（1883-1966年）の業績、それにT・クリシュナマチャルヤ
（1888-1989年）とマイソール時代の有名な弟子たちの教えにより、ハタ・ヨ
ガ的アサナ練習が注目を浴びたのはよく知られている。こうした人びと
とその弟子たちのおかげで、国際的なヨガの世界でポーズをとるヨガが
これほどまでに盛んになったといって過言ではないし、彼らの出版物は
近代アサナのありようを確かめる上で、この研究の貴重な資料ともなっ
た（第 6 － 9 章）。しかし、そうした出版物からだけでは、ヴィヴェカナ
ンダがヨガを近代的実践者に向けて普及してから、ハタ・ヨガ実践がヨ
ガの中心的実践へと推移するまでの、30年間の空白の時期をきちんと説
明することは出来ないのである。どうしてクヴァラヤナンダらが、アサ
ナを使って、人気のヨガという領域をつくり上げることが出来たのか。
また逆に、ヴィヴェカナンダが新しい潮流において、なぜアサナを避け
るべきだと考えたのか。
こうした疑問からこの研究は、17世紀から20世紀初頭までのヨーロッ

パの旅行記や学術書、大衆メディアに現れたハタ・ヨガやヨギンの表象
を調べることへと進んだ。リチャード・シュミットの1908年のハタ・ヨ
ガ的な「ファキール主義」についての研究により、ベルニエ［Bernier 1968 

(1670)］、タヴェルニエ［Tavernier 1925 (1676)］、J・ド・テヴェノ［Thevenot 1684］、フ
ライヤ［Fryer 1967 (1698)］といったヨギンに関する早い時期の記録が存在す
ることがわかった。そして、それらを実際にひもとくと、さらにムンデ
ィ［Mundy 1914］、オヴィントン［Ovington 1696］、ハーバー［Heber 1828］、ベルナ
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ールの選集［Bernard (ed.) 1733-36］といった記録が参照されていることもわか
った。こうした過去の記録からは、ヨギンやそのポーズによる苦行が、
倫理的・法的な批判や嫌悪の対象であり気味の悪いものとされていたこ
とがはっきりしたのである。また、ヨーロッパの学者や英語で教育を受
けたインドの学者による19世紀の学術書でも、似たようなハタ・ヨガ実
践への態度が見られた。調査した学術書には、E・W・ホプキンス、W・
J・ウィルキンス、M・モニエ=ウィリアムス、そしてマックス・ミュラ
ーのものが含まれている。そして、19世紀末のヨギンの位置付けについ
ては、1884年以降に行われたS・C・ヴァスによる初期のハタ・ヨガ文献
の翻訳が非常に役に立った。またC・R・S・アヤンガー［Ayangar 1893］や
B・N・バネルジェ［Banerjee 1894］、パンチャム・シン［Sinh 1915］の翻訳も参
考にした。ヴァスの翻訳が特に役立ったのは、それが、1920年代以降の
ハタ・ヨガの近代的な「医学的」解釈を広めるきっかけとなり、ハタ・
ヨガ実践を正統化する理由付けを提供した重要文献だったからである。
これまでの研究では、英語圏でのヨガの発展にとって大事なこの時期が
見逃されていたのだ。
大衆メディアにおけるヨギンの表象に関しては、19世紀のイギリスの

グラフ誌『ストランド』『ピアソンズ・マガジン』『スクリブナー・マガ
ジン』、19世紀から20世紀への転換時期については、奥義に関する文献で
「ファキール・ヨギ」とその技について書かれたもの、その後について
は、大衆的なインドの民族誌などの文献のほか、想像上のインドのヨギ
ンが登場する初期の映画なども取り上げた＊6。18世紀の「ポーズの達人」
（1800年代後半に現れる「大道ヨギン」の前身にあたるヨーロッパの大道芸）の新聞広告
は、二次文献の注からたどり着いたもので、ケンブリッジやロンドンで
入手することが出来たものである。こうした、ベルニエ以降のヨーロッ
パのインド旅行記や、19世紀のオリエンタリスト学者たちや大衆メディ
アがとらえたヨギンの表象をみれば、初期の英語圏ヨガにおけるヨギン
の位置付けや、どうしてハタ・ヨガが初期のヨガ・マニュアルで触れら

れなかったのかがよくわかる。初期のヨガ啓蒙者のうち、もっとも重要
なスワミ・ヴィヴェカナンダとH・P・ブラヴァツキー夫人の 2人が書き
残した文献は、当時のハタ・ヨガへの態度が記録された貴重な資料であ
る。ただ、こうしたヨーロッパの解釈以前から、ハタ・ヨギンがインド
のカースト制のはみ出しものであったことには、注意しておかなければ
ならないだろう。インドのヨガ再興の動きでハタ・ヨガが含まれなかっ
た理由は、こうした位置付けに淵源をもつからである。
以上のような資料から、ハタ・ヨガが初期の英語圏ヨガに含まれなか

った理由ははっきりさせることが出来たが、それがその後なぜ復活出来
たのかはこれだけではわからない。そこで次に、もう一度ヨガ・マニュ
アル本の調査に立ち戻る必要があった。そしてまず、マニュアルに現れ
たハタ・ヨガのアサナは、だいたいいつも体操と比較されていたことが
わかってきた。こうしたポーズの解釈は、ヴァスによるハタ・ヨガ「古
典」文献翻訳などの解釈とは著しく異なっていたのである。こうして新
しくつくられた英語圏のヨガの文脈では、肉体に関する概念体系や哲学
的内容が、近代的な健康とフィットネスに関する語り口へと変化した。
大英図書館やケンブリッジ大学図書館に所蔵されている18世紀から20世
紀初頭にかけてのヨーロッパの体操マニュアルを調べてみると、英語で
のヨガ本著者たちは、紛れもなく、そうした近代の身体文化の概念を使
ってハタ・ヨガを説明しようとしていたことがわかる。しかも、健康と
フィットネスの文脈にうまく合わない部分は削除してしまったようなの
だ。
こうした観点に合致する例が、リン、サンドウ、YMCAに淵源をもつ

スカンジナビアのシステムであった。これらの 3つは、インドの身体文
化形成に大きな影響をもった舶来のシステムであり、そのためにそれに
合わせた新しいハタ・ヨガのありようにも、当然大きな影響があったも
のである。このうちインドのYMCAの身体文化プログラムについては、
複数の情報源に当たっているが、まずは、1887年にルーサー・ハルセイ・
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グリックがYMCAの身体文化プログラムを最初に始めた場所であるマサ
チューセッツ州スプリングフィールド大学のバブソン図書館。次に、イ
ンドのYMCA身体文化学校の草分けであるチェンナイ校の本やアーカイ
ブ記録、そして、バンガロールのYMCA身体文化学校の資料とそこでの
聞き取り調査が主な情報源である。またインドの近代的身体文化につい
ては、このほかマハラストラ州の雑誌『ヴィヤーヤン：ボディビルダー』
や、K・ラマムルティのほかP・K・グプタやP・K・ゴースといった、イ
ンド人で身体文化に関する著作があった人びとの作品群も大事な資料と
なった。さらに、同時代のイギリスの身体文化雑誌にも手を延ばすこと
になり、『健康と力』『スーパーマン』といった雑誌で、国際的な身体文
化の文脈でのヨガとフィットネスの関係について調べたのである。
第 6章と第 9章に使った、1930年代のマイソールやバンガロールでの
ヨガ練習の様子については、本人が練習に参加したか、近い親戚が参加
していたという人への聞き取り調査が、主な情報源となっている。それ
らはすべて2005年に 3ヶ月現地調査をしたときに行ったものである。こ
うした聞き取り調査対象者は、だいたい80歳代か90歳代になっており、
ひとりなどは100歳を超えていた生き証人たちであり、その後の国際的な
近代ヨガの発展を見てきた人びとである。そうした人びとを探して聞き
取り調査した理由は、その当時にヨガなどの身体文化を練習するのはど
ういう感じだったのか、当事者に聞きたかったからであり、キーパーソ
ンとなるT・クリシュナマチャルヤやK・V・アイヤー周辺の「ボディビ
ルディング・ヨギ」の様子を伝えてもらいたかったからである。
研究対象となった空白時期は、かろうじて証言者が生き残っている時

期にあたり、ときとして記憶は曖昧になっている。ほぼ半世紀前のこと
を老人に語ってもらおうというわけであるから、細部ははっきりしない
か、ほとんど覚えていないということも多い。しかも、近代ヨガでは派
閥もあれば利害関係もある。特に、T・クリシュナマチャルヤの伝説に
関しては、彼の教えから派生した、ポーズをとるヨガの各流派にとって

の大いなる関心事でもある（第 9 章参照）。現代の国際的なヨガの世界で
は、何が真の正統的な練習法であるかという正統性の議論は熱く、とき
に偉人化や記憶の改竄によって権威がつくり上げられている場合すらあ
る。そこで、背景を踏まえて聞き取り内容を解釈する必要があった。こ
うした難点はあるものの、聞き取り調査することによって、カルナタカ
の1930年代のヨガや身体文化の練習の様子について、それを行わなけれ
ば得られなかった貴重な情報が得られたし、珍しい文献に触れる機会に
も繫がった。
聞き取り調査を受けてくれた人びとのうち、主たる情報源となったの

は、マイソールでのクリシュナマチャルヤの弟子であったという 3人で、
世界的に有名で最近亡くなったシュリ・K・パタビ・ジョイス、そこま
では有名ではないがマイソールのヨガ指導者であるB・N・S・アイアン
ガー、そして、T・R・S・シャーマ教授である。シャーマ教授について
は、かなり時間をかけ、また数回にわたり、マイソールのヨガ・シャー
ラについて語ってもらった。また、ポーズをとるヨガでは世界的に有名
なB・K・S・アイアンガーは、何度もお願いしたにもかかわらず、この
問題について聞き取り調査を受けることは拒否したが、その代わりにプ
ネの研究所にある個人蔵書の使用を許してくれた。私が接触したクリシ
ュナマチャルヤの弟子のうちの 5番目の人物は、チェンナイでのクリシ
ュナマチャルヤの弟子で有名な指導者であるA・G・モハンであり、聞
き取り調査も受けてくれたが、マイソール時代のことについては直接の
経験はない。
ここで、マイソールのジャガンモハン宮殿の公式記録の管理をしてい

るシュリ・M・G・ナラシムハンが、クリシュナマチャルヤのヨガ・シ
ャーラの記録が含まれている1930年代、1940年代の年次報告を見せてくれ
たことにも触れておきたい。彼の妻、M・A・ジャヤシリ博士と、義兄
弟のシュリ・M・A・ナラシムハンは、私のハタ・ヨガ理解を助けてく
れ、サンスクリットで書かれた、『ハタ・ヨガ・プラディーピカー』に対
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するブラーマナダの『ジョツナー』注釈の読解についても指導してくれ
た。クリシュナマチャルヤのカンナダ語で書かれたこれまで未翻訳・未
公刊であった『ヨガ・マカランダ』［Krishnamacharya 1935］をシュリ・ナラシム
ハンが英訳したものがあり、マイソールから帰るとすぐに、私がその英
訳を編集した。この書物は、パタビ・ジョイスの弟子たちの間では半ば
伝説と化しているものだが、実際に見たことがあるという人は非常に少
ない。この本の完訳を出版する計画はまだ実現していないが、シュリ・
ナラシムハンの翻訳の一部は、どういう文脈で書かれた文献かという議
論とともに私の論文［Singleton 2008b］で発表された。このほとんど知られて
いない大事なテキストは、同じくシュリ・ナラシムハンによるクリシュ
ナマチャルヤのアサナ・マニュアルである『ヨガーサナガル』［Narasimhan 

(trans.) 2005 (1941)］とともに、1930年代から40年代にかけてのマイソール時代
のクリシュナマチャルヤの教授内容についての、私の理解の主たる情報
源となった。オータム・ジェイコブセンとR・V・S・サンダラムによる
『ヨガーサナガル』［Jacobsen and Sundaram (trans.) 2006 (c.1941)］の部分訳も、翻訳内
容を確認するのに役立った。

■ 「国際的英語圏ヨガ」
近代的な世界的ヨガは、もともとほぼ英語圏での現象であり、私の資

料のほとんどが、一部の他のヨーロッパ言語のものを除いて、ほぼ英語
で書かれている。私が研究対象としたのは英語を介してインドが欧米と

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

関わる中で形成されて伝えられた
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ヨガの形態だったので、「近代ヨガ」
というのではなく「国際的英語圏ヨガ」という用語を使ってきたのであ
る。また「国際的」という形容を付けたのは、概念や信念、練習法など
が、国境を越えて伝わったり行われたりしているからだ。そうした理由
から私の研究対象については、サンスクリットの原典を詳しく読むこと

や、一部の例外を除いてはインドでの他のマイナー言語で書かれている
近代のヨガ・マニュアルを調査することは必要ないと判断した。

■ 一次文献、二次文献
この本では、その時代のヨガ（特にハタ・ヨガ）のありようを伝える文
献であれば、それが大衆的なヨガ教科書であろうと「古典文献」の学術
的翻訳であろうと、一次

0 0

文献として扱っている。そのどちらもが､ 近代
ヨガの概念を形作るのに関わったからである。双方とも、自らのことを
既に存在している現象の記述であるから重要なのだと主張しているもの
の、実際は近代ヨガ概念の形成に関わっている。学術的業績も、実用的
な近代ヨガに対して、何が「古典的」であるかとか信念の体系を与える
ことで関わっているのだ。こうした意味で、学術もヨガの真実を明らか
にするメタな言説だというばかりにはいかず、やはり新しい時代におい
てのヨガの歴史的構築につながってもいるのである。例えば、私の研究
では、S・C・ヴァスの翻訳を、真実を伝える文献としてではなく、あ
る時代におけるハタ・ヨガ解釈を構築したもの

0 0 0 0 0 0

として捉えている。これ
は、ヴァスの文献がハタ・ヨガの真実を明らかにしていないといってい
るのではないし、ヴァスの翻訳家・注釈家としての業績にけちを付けよ
うという意図もないし、その学術的一貫性を否定するものでもない。た
だ、そうした文献が行った強調や解釈や、取り上げなかった内容が、近
代におけるハタ・ヨガ解釈を形作ったということを指摘しているのであ
って、伝統に照らしてそれがどれだけ信頼に足るかを決めたいのではな
いということだ。
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■ オリエンタリズム
こうしたアプローチは、いわゆる「オリエンタリスト」の学術的業績

に対しても当てはまる。ここで「オリエンタリスト」というのは、主に
19世紀のイギリス、ドイツの研究者でアジアの言語を学び、文献を解釈
し「オリエンタリスト」と自称していた学者たちのことである。エドワ
ード・サイードの『オリエンタリズム』（1978年）以降のこの語の持つ含
意はない。サイードは、この語を、もともとこの語がもっていた言語学
者や文献学者という限定を外して東洋について書いた西洋人全般へと拡
大解釈した。彼によれば、こうした著者たちは、より大きな帝国的な企
てとしてオリエントのイメージを、西洋より劣った「他者」として規定
し、政治的・経済的・文化的に従属したものにするのに貢献したと指摘
したのである。デイヴィド・スミスは「オリエンタリスト」とヨーロッ
パのインド学者の意味を混合させるサイード的な用法は、「本来のオリ
エンタリストLが、生涯をかけて東洋の文化と文明の成果を理解しよう
とつとめ、翻訳や辞書作りにいそしんだことをないがしろにする、誤っ
たマジックだ」と批判した［Smith 2003: 46］。スミスは、特にロナルド・イ
ンデンがサイードのやり方を継承した『インドのイメージを創る』［Inden 

1992］をやり玉に挙げて、その中でルイ・ルノーのようなサンスクリット
学者を、帝国を作るのに貢献したと「何の根拠もなく」片付けてしまっ
たことを批判している［Smith 2003: 46］。
私は、自分自身の研究上の立場をはっきりさせるために、スミスによ

るインデンやリチャード・キング［King 1999］への批判に向かい合った。
私がそうした古典学者のヨガに対する態度をとり上げたという事実は、
なにも彼らの業績を否定したり、彼らのインド学への貢献を「消し去ろ
う」としたりするようなものではないと考えている。しかし同時に、ス
ミスのいうところの「本来のオリエンタリスト」はもちろん生涯を学問

に捧げた人であるのは間違いないが、だからといってヨガについての当
時ありがちだった否定的な見方をしていなかったと決めつけるわけにも
行かない。実際、こういう学者たちの態度は、彼らの学問的業績そのも
のよりも、哲学的体系や実践としてのヨガの機能や地位やあるべき姿を
規定することに大いに貢献したからである。
オリエンタリスト版の古典や英語の『パンディタ』は、ヨガについて学
びたいと思う人びとにとって唯一の「古典的」ヨガ文献となっており、
古典学者による解説や注釈、補遺、注に残された彼らの価値観（例えばヨ
ギンの倫理観に対する説明など）は、近代ヨガ形成に少なからざる影響があっ
た。スミスによるインデンの業績に対する批判はここには当てはまらな
いし、私の意図は植民地的言説に関する学説を使ったり、それを近代ヨ
ガに当てはめようということではない。オリエンタリスト批判とは関係
なく、彼らにある種のヨガに対する共通する態度があった、という事実
を指摘しているだけなのだ。しかも、古典学者としての彼らの業績にけ
ちを付ける気はまったくないのだ。そしてこの点に関して、スミスがイ
ンデンを批判したような、知的な「悪意」は私の研究には含まれていな
いと信じる。
同様に、確かにオリエンタリストが民族誌や口承に重きを置かず、文献

のみを重視したことを指摘したとしても、それによって彼らをどうこう
批判する意図はない。こうした文献の重視はヨガに関する学術的業績に
は特に当てはまっていて、そのためにインドでのヨガ実践の実態や口承
を無視して、少数の「古典」テキストが古典としての地位を確立したの
が、ちょうど私の研究対象とする時期に起こったことだったのだ［Singleton 

2008a］。しかし、例外的にインドのヨガの実態に即した研究もあった。「現
地人に溶け込んだ」ヨギンであるイギリス人、キャプテン・シーモアか
らの情報をもとにした、N・C・ポールがインドで行った19世紀半ばのヨ
ガ調査などである。しかし近代の英語によるヨガは、結局多かれ少なか
れ19世紀後半のオリエンタリストによる文献と英語で書かれたインド学
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文献に影響されていたと考えるのが妥当なのだ。
そこで、彼らが民族誌的なフィールドワークを無視したことを批判す
るよりも

0 0 0

、彼らの書いたものがどのようにヨガの本質に関する理解に影
響を与えたかを調べることが重要となる。彼らが文献に固執したのには
意味がある。そもそもヨーロッパの学術的伝統では、古典学というのは
基本的にギリシャ・ローマの文献

0 0

に則ったものだったからだ。だから、
彼らが古典

0 0

に興味を持ち、同時代のハタ・ヨギンの様子などを気にかけ
なかったのも道理なのだ。（そのほうがよかった場合もあるものの）あやしげな
ヨギンのありようを顧みなかった彼らの見方が、近代ヨガの形成に影響

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

した
0 0

のには違いない。しかし、彼らの方法が誤っていたとか、「フィール
ド」に出たほうがよかったなどとは考えていない。また、当時は、学問
領域の垣根は今よりも高く、今日の学者が行うようなフィールドワーク
は、文献学者や文化史家がするようなものではなかったのである。
しかしここで、学者がヨガを理解するのに文献中心であったことで、近

代のヨガ理解も文献中心主義になったということは指摘しておきたい。
ヨガ教師やヨガ実践者の間で頭で理解することを否定する傾向が拡がっ
ているにもかかわらず（そして一方で、「実用的ヨガ」の悪趣味を批判する学者も多
いのにもかかわらず）、ヨガ実践者たちが自分たちの練習の源流であると考
えている伝統について知るのは、結局古典学者たちのテキストを通じて
なのだ。

■ ヨガの表象に関する研究方法について
この本では最初の部分で、19世紀末と20世紀初頭の大衆メディアと学
問の世界に見られたヨガやヨギンのイメージを取り上げた。私が注目し
たのは、ヨガについての視点と表象であり、そうした視点から（あるいは
そうした視点への反発から）近代ヨガの練習方法やセオリーが生まれている

ということだ。ハタ・ヨガについて少数の中世の文献が伝える定義以上
に、「本当の」ハタ・ヨガとは何か（あるいは何であったか）を記述すること
には力を注いでいない。
ここで 2つのことを伝えておきたい。まず、私はいわゆる「創られた
インド観」説のように、オリエンタリストや初期の英語圏ヨガのパイオ
ニアたちが、 何かの大きな思想的企図に沿って、ヨガやヨギンについて
の概念を作り上げたといいたいのではないということだ。植民地の為政
者やオリエンタリスト学者やインド社会の一定の層の間で、いわゆるヨ
ギンの評判が悪かった理由のひとつに、ヨギンが実際に悪意のある危険
な人びとであったという、ある程度の裏付けがあったのは疑いの余地が
ない。しかしもちろん、ここで大事なのは、そういう悪評判そのもので
はなく、それがどう近代英語圏ヨガの形成に影響を与えたかだ。
次に、私は「近代ヨガ」が何かもっと正統的な古い形態のヨガに比べ

て劣っているというような、方法論的なアプローチを避けているという
ことだ。近代ヨガについて研究するのに、そうした比較がもっと大衆受
けするに決まっている。かくあるべき「古典」ヨガから、「近代ヨガ」
がいかにかけ離れているかというような点を指摘すればいいのだ。例え
ば、論理的一貫性や方法や救済論の観点から、国際的な近代「ハタ」・ヨ
ガとその淵源だとされている「古典」的テキスト（例えば『ハタ・ヨガ・プラ
ディーピカー』や『ゲランダ・サンヒター』や『シヴァ・サンヒター』）の間の不連続
を示すのは難しいことではないだろう。こうしたアプローチが含意して
いるのは、そのような違いは近代ヨガが古典から離れた間違いによると
いう価値観だ。これは下手をすると、オリエンタリスト学者が依拠した
ような文献原理主義になりかねない。それでは、年代的に遡る前近代の
ヨガの形が、もっと多様で変化しやすいものであったことや、「インドの
伝統」そのものが、「近代ヨガ」がそうであったように、分派や発展や革
新が起こったりするものだということを見逃すことになる。また、学者
が一番偉いという考え方にも繫がる。正統的なヨガが「どういうものか
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解っている」古典学者は、古典を知らない人びとより、ヨガの本質につ
いて正しいことが言えるはずと考えがちだ。こういうものの見方が、学
者にヨガ実践者に欠けていると考えられがちな権威を与え、意図的にで
あるか否かは別に、つい近代ヨガの「正体を暴露する」のが正しいよう
な気にさせるのだ＊7。こうした考え方によれば、「古典的テキスト」に現
れる前近代のヨガのありようこそが、近代ヨガの正統性の試金石だとい
うことになってしまう。
しかし、こうしたヨガに関する「金科玉条」のアプローチを拒否する

ことが、必ずしも正統性を主張する近代ヨガのすべてが「正統」だとい
う歴史相対主義にはならないことをはっきりさせておきたい。むしろ問
題なのは、そういう正統性の主張がいかに真摯に行われていたとして
も、それをきちんと調べてみようとすると拒絶される場合が多いことな
のだ。もし、学者としてわざと何も解っていないように振る舞うなら、
思想の歴史があるということに気がつかないふりをするということにな
る。ジョセフ・オルターが最近論じたように、方法論的に重要なことは
「民族誌的な相対主義と、歴史的視点と、知的な批判精神を同時に働かせ
ること」［Alter 2008］だ。つまり、近代ヨガの正統性の主張について知的に
批判を行いつつ、どういう状況からどういう根拠でそういう主張がなさ
れているかを理解するのだ。この研究に即して言えば、ハタ・ヨガと国
際的身体文化の融合がどのように行われたかを分析し、かつ、近代ヨガ
が「単なる」体操だというのではなく、ポーズをとるヨガがどのように
発展してきたのかを記述するということ、そしてこうした融合を通じて
出来たものに関する正統性の主張が、それほど堅固なものではないとい
う批判精神をもちつつ、国際的ハタ・ヨガのペテンを暴くといった姿勢
にならないことが必要だ。学問的批判と非難とはまったく異なることな
のだ。
例えば、ある体操的なアサナ・シークエンスが、今日欧米で人気の流

派で教えられているとして、それが『ヤジュル』や『リグ・ヴェーダ』

に書かれていたものだというのは、歴史的､ 文献学的にみて支持出来な
い。こうした主張は、K・パタビ・ジョイスが彼のアシュタンガ・ヴィ
ンヤサ・システムの中の太陽礼拝（スーリヤナマスカーラ）シークエンスに
ついてなされているものだ（第 9 章の注 4 参照）＊8。この手の主張は、大衆
的なヨガの世界では多く見られるものだが、これが歴史的・文献学的に
正しいとはとうてい認められない。しかしだからといって、そういった
ヨガ実践そのものが、ヨガの世界では最近作られたものだからとか、元
となった「伝統的ヨガ」とかけ離れているからといった理由で、意味が
ないとか正しくないといったことにはならないはずだ。ジェフリー・サ
ミュエルは「近代ヨガは、現在欧米で、身体鍛錬として重要なものとな
っている以上、それ自体として評価すべきであって、もっと正統なはず
のインドでの実践と近いかどうかで評価すべきではない」と主張してい
る［Samuel 2007: 178］。私もこうしたサミュエルの主張に与したい。つまり、
国際的ヨガの中で、「伝統」からいかにかけ離れているかばかりを気にし
ているのは、近代的な形が持っている特質を見逃すので不毛だと考える
からだ。だから私は、この研究を、近代「ハタ」・ヨガと中世ハタ・ヨガ
を比較するようなものにはしたくなかった。最初の章で、古いハタ・ヨ
ガとはどういうものだったかを短く説明はしているが、それは、ハタ・
ヨガの理論と実践が歴史的にはどういうものだったかを知りたい読者の
参考になれば、という意味でしかない。
これまで数年にわたって、この研究で提示した材料について、折に触
れて人びとと話し合ってきた結果、この研究が一部の人びとからある種
の拒絶反応をうけるであろうことは重々承知している。ポーズをとる近
代ヨガが「伝統的」なものだという主張を擁護したい、偉人化が好きな
人びとにとっては、この研究は不適切で、有害だということになるだろ
うし、私は学問によって神聖な領域を侵したということになるだろう。
逆に、近代ヨガの「伝統」に辟易している人や、近代ヨガがヨガの伝統
を「汚してきた」と思っている人にとっては、ここで示されたことを、
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見かけ倒しの都合のいい神話が崩されたといって大いに喜ぶかもしれな
い。しかし、こうした反応はどちらも、私の意図を近代ヨガの正統性を
「否定しよう」というものだと勘違いしたり、私が真の意味と正統なヨ
ガ実践の観点から、今日のポーズをとるヨガを「庶出だ」とか「妥協の
産物だ」とか「薄められたものだ」などというような主張をしたいと勘
違いしていることから起こる。こうした反応は、私の意図を誤読してい
るだけではなく、いずれにしても近代ヨガに関して凝り固まった考え方
をしている点で、あまりよろしくない。この本が論争を巻き起こしたく
て書かれたものでもなければ、偶像破壊主義なのでもないと主張しても
仕方ないかもしれないが、この本を学術的に不適切な好戦的態度だと言
って批判したり、間違った偶像を破壊するものだと褒めそやしたりする
よりも、もっといい読み方がある

0 0

ことを伝えるのは意味のあることだろ
う。
そうした近代ヨガについて非生産的な立場をとるより、パタンジャリ

の哲学的体系に関係したヨガ、あるいは、シヴァ派タントラの統合的な
要素としてのヨガ、または『バガヴァッド・ギーター』のヨガといった
ものは、みな同じ意味の言葉ではなく、むしろ同音異義語

0 0 0 0 0

だと思えばよ
いのだ。つまり、「ヨガ」という語はひとつでも、その指し示す意味は
多様で、淵源も異なるということだ。ヨガにもいろいろあって、信念の
体系も実践も他の同じ名前のヨガとは異なる。これを認めれば、近代ヨ
ガも、それ自体として確固たるヨガであり、他の「ヨガ」と呼ばれる伝
統と比較したりする必要はないということになる。そうなれば、近代ヨ
ガの擁護者は自分の信念の体系を曲げることなく、ヨガの実践や信念は
実際に変化してきたのだと認め、歴史を振り返ることも出来るようにな
る。また偶像破壊主義者が、死んだ馬にむち打つこともなくなる。
だからといって、現在人気のあるヨガが一切の伝統と切り離されるべ

きだと言いたいわけでもない。それらの関係は対話的な同族関係とでも
いうべきもので、大なり小なり構造的類似性はあるが、実践とセオリー

の関係や、そのシステムのめざすところが、かなり幅広いと考えればよ
い。同じヨガという名前の伝統とどう似ているかを明らかにするよりも、
どうして今日のような形で練習されるようになったのかを歴史的に明ら
かにするほうが、ずっと意義深い。次の節で示すように、近年の研究で
は、ヨガは欧米で普及する間に、異なる世界観や、論理的な傾向や、近
代的な人びとの希望に合わせていることで、かなり根本的な変容を遂げ
たことが明らかになってきている。こうした近代的な形のヨガは、欧米
の文明と出会ったインドで、過去150年間にヨガ練習を作り直したり、信
念の体系を変化させたりして出来たものだということだ。現在インドや
その他の地域で人気のあるヨガは、西洋と東洋の対話の中から生まれた
のだ。この研究で、私は現在行われているポーズをとるヨガ練習が、ど
うしてそのように行われているかの理由のいくつかを示そうと思う。も
し、それが満足に出来たのなら、現在のように 2つの極端な態度に分か
れて、近代ヨガを抹殺するか、完全擁護かといった対立をするのではな
く、この本で示した資料によって、将来もっと入念かつ知的に、ポーズ
をとるヨガについて語り合えるようになるきっかけとなると思う。

■ 近代ヨガの研究
近代ヨガが、人文系や社会科学系の研究対象になるようになったの

は、1990年代以降のことである。初期の研究としては、クリスチャン・
フックによる、ドイツにおけるヨガ受容の歴史に関する研究［Fuchs 1990］

や、ノーマン・スジョーマンによるマイソール宮殿のヨガ伝統に関する
研究［Sjoman 1996］や、カール・バイヤによるヨガが欧米に伝わった経路
に関する研究［Baier 1998］、シルヴィー・チェッコモリのフランスのヨガ史
［Ceccomori 2001］といった研究が挙げられる。そして、近代ヨガの研究のう
ち主要なものが2004年に 2つ現れた。ジョセフ・オルターの『近代イン
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ドのヨガ：科学と哲学の間の身体』［Alter 2004a］と、エリザベス・ド・ミシ
ェリスの『近代ヨガの歴史：パタンジャリと欧米の奥義主義』［De Michelis 

2004］である。オルターの本は、文化人類学的アプローチによるもので、
スワミ・クヴァラヤナンダによって始まり、1920年代以降にボンベイ地
区で行われた医学的・科学的実験に焦点を当てている（この本の書評を私自身
が2006年に書いている）。また、ド・ミシェリスは、宗教史の研究者として、
欧米における奥義主義の影響がスワミ・クヴァラヤナンダの大衆的なヨ
ガ（1896年）の形成に働き、それがB・K・S・アイアンガーの教授法にま
で至っていることを示した。ヴィヴェカナンダに関する分析において、
ド・ミシェリスは「近代ヨガ」の分類を行い、それがこの分野の後の研
究に大きく影響を与えた。2005年には、オルター同様、人類学者として
教育を受けたサラ・ストラウスが、インドでのフィールドワークをもと
にした、リシュケシュのスワミ・シヴァナンダによる国際的なヨガ教授
法についての研究を出版した。ただしこの本では、オルターやド・ミシ
ェリスが示したように伝統との対話的な関係によって近代ヨガが形成さ
れたという側面は、あまり注目されていない。
こうして少なからざる興味がこの分野に向けられるようになり、近代
ヨガを研究する学者や学生が増えてきた。最近では 2つの非常によく出
来た博士論文がこの分野で受理され、出版の機会を待っている。ひとつ
がスザンヌ・ニューコムによる2007年の、イギリスのヨガ受容について
の研究［Newcombe 2007a］で、もうひとつがクラス・ネヴリンのスウェーデ
ンのヨガについての研究［Nevrin 近著］である。また私とジーン・ビルヌが
編者となった近代ヨガに関する研究書［Singleton and Byrne (eds.) 2008］では、オ
ルター、ド・ミシェリス、ストラウスといった有力な研究者の他、若手
の業績も含んでいる。また、アメリカ宗教学会の年次総会での 3年にわ
たる「近代ヨガ」に関する会議（2006-2008年）も、ここでは内容を繰り返さ
ないが、この分野への学問的関心が増大していることの証であろう。
こうした先行研究の中で、私のアプローチに近いのがノーマン・ス

ジョーマンによる『マイソール宮殿におけるヨガ伝統』［Sjoman 1996］であ
る。スジョーマンは今日の世界的なアサナ・ブームの「ゴッド・ファー
ザー」であるT・クリシュナマチャルヤのスタイルが、マイソール宮殿
の体操の伝統に根ざして形成されたものだということを指摘した。彼は
宮殿の図書室に残されていた体操のマニュアルと、クリシュナマチャル
ヤの弟子たち（特にB・K・S・アイアンガーとK・パタビ・ジョイス）によって有名
になったポーズの数々を比較した。こうしたスジョーマンの業績は、も
っと注目されてしかるべきだと思う。これがどうして注目されてこなか
ったかには、おそらく 2つの理由があるだろう。ひとつは、この本が流
派の正統性を支える歴史観を否定するために、アシュタンガ・ヴィンヤ
サのようなポーズのシステムを擁護する人びとから、敵意を以て迎えら
れたため。もうひとつは、アカデミックとは見なしにくい形態で出版さ
れたためである。こうしたスジョーマンの業績と、この本の特に第 9章
が似た対象を扱っていることから、ここではっきりさせておくべきなの
は、私は近代におけるアサナの系統図を作りたかったわけではないとい
うことだ。私が研究したかったのは、近代にハタ・ヨガ再興が起こった
文化的背景であり、個々のポーズの発展史ではない。
スジョーマンに続いて、まだ出版されていないエリオット・ゴールド
バーグの業績にも触れておく必要があろう。ゴールドバーグは、この本
の第 6章で取り上げた、インドの有名ボディビルダーでありヨガ実践者
であったK・V・アイヤーについてまとめている。オルターやスジョーマ
ンの仕事に積み上げる形で、ゴールドバーグは近代ヨガのポーズやテク
ニックは、近代体操やボディビルディングから来ていることを示そうと
した。ゴールドバーグは親切にも、彼の構想中の研究ノートや2005年に
ケンブリッジで行われた会議で報告した太陽礼拝（スーリヤナマスカーラ）
についての論文を見せてくれた。注につけたところ以外では、彼の論文
が、この本に与えた影響は強くはなかったが、彼のK・V・アイヤーとそ
の弟子のアナント・ラオに関する知識は、私の研究より前からのもので
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あり、その深さでもしのいでいる。ゴールドバーグの身体文化とヨガの
関係に関する研究はこれから出版されるはずだが、必ずやアイヤーやそ
の関係者についての研究分野への貴重な蓄積となるだろう。
こうして、この本は数々の先行研究に書かれたこと、あるいは書かれ
なかったことによって、刺激を受けて出来たものなのだ。この研究は、
私がケンブリッジのダーラム・ヒンデュジャ・インド研究所で、エリザ
ベス・ド・ミシェリスのリサーチ・アシスタントをしていた2003年から
2004年にかけての時期に構想され、彼女の指導のもとで博士論文にまと
まったものである。そうした事情により、彼女の近代ヨガに関する理解
には少なからず影響を受けたが、彼女の研究とは異なる点について述べ
ておきたい。
まず、私は近代ヨガ

0 0 0 0

という用語による類型化には疑問を持っている。
ド・ミシェリス以前にはこうした分類はなかったが、現在では国際的な近
代ヨガについての研究者たちが使う用語はこの強い影響を受けている。
こうした枠組が創られたことは有意義ではあったが、この仕事は経験則
的な価値以上の意味を持ち始めてしまったように思う。もちろん、ヨガ
について考えるときに「有効な」分類であることは間違いないが、歴史
にとって分類というものは、その細部やバリエーションや例外を記述す
るのを妨げるものでもあるので、分類を前提にするのはよくないように
思う。近代ヨガという用語で、私たちは本当に信念と実践の体系として
しっかりとした実体をさすことが出来るのだろうか。近代ヨガは存在論
的に（つまり固有の価値も）「伝統的ヨガ」と切り離して考えられるのだろう
か。これは伝統の継続よりも断絶を意味するのか。どんどん変化する今
日の国際的ヨガの世界で起こる実験や新しいものの取り込みや変革を、
すべて近代ヨガ

0 0 0 0

に属するひとつの類型として扱うことが出来るのだろう
か。近代ヨガ

0 0 0 0

はひとつのアジェンダを共有する企てとみなされうるのだ
ろうか。
これらにイエス

0 0 0

と答えることによって、「古典ヨガ」はそうでないの

に、ときとして近代ヨガ
0 0 0 0

は再構築されるべき対象として攻撃されること
がある。または、ヴィヴェカナンダによって始められたミッションが今
日まで続いているものと考えることによって、概念的にも思想的にもバ
リエーションはあるものの根本的にはひとつのものと考えられる場合
もある。しかし、こうした読み方がド・ミシェリス自身のものかといえ
ば、そうともいえない。彼女自身は、自分の類型化が暫定的で初期的な
研究段階のものであることをはっきり認めているのであって、こうした
読み方は彼女の分類を固定したものとして扱った結果、生じているとい
える。そこで私は近代ヨガという用語をひとつの類型をさす語として使
うことを避けたのだ。この本の「近代ヨガ」は、単に、近代におけるヨ
ガを意味するか、近代の国際的英語圏ヨガを指すのであり、ド・ミシェ
リスの2004年の本に現れる枠組を使っているのではない。
また、ド・ミシェリスの研究では、『ラージャ・ヨガ』［Vivekananda 2001 

(1896)］からアイアンガーの『ハタヨガの真髄』［Iyengar 1966］の間の70年間を
扱っていない。いろいろな意味で、私の研究はこの時期を扱おうという
ところから出発している。ヴィヴェカナンダの教えた内容と、アイアン
ガーのポーズ中心の教え方にはかなりの開きがあり、近代ヨガの類型化
では説明しきれない。アイアンガーがニューエイジと深い関係があると
いうド・ミシェリスの分析には説得力があるが、しかしそれだけでは、
どうして
0 0 0 0

アサナ中心になるのかという点には答えられないし、ヴィヴェ
カナンダの教えからどのようにすればアイアンガーのような形になるの
か（あるいはヴィヴェカナンダのアサナ嫌いからどのようにアイアンガーのスタイルへ至
るのか）ははっきりしない。国際的に拡がる英語圏ヨガではアサナが中心
になっているが、近代ヨガでは当初はヴィヴェカナンダのヨガが支配的
だったことを考えると、ここが説明出来ないのは苦しい。もちろん、ヴ
ィヴェカナンダが重要な人物ではないということでもないし、また後の
アサナのパイオニアであるシュリ・ヨゲンドラなどに影響を持たなかっ
たということでもない。そうではなく、ポーズをとるヨガの再興には関
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わらなかったということが言いたいのだ。アイアンガーがヴィヴェカナ
ンダからの影響を受けニューエイジとつながったという、ド・ミシェリ
スの記述では、なぜアサナ中心になるのかが説明出来ない。今日の多く
のポーズ中心のヨガがそうであるように、アイアンガーでは実践におい
ても教授法においてもポーズが中心になるが、そういうことがヴィヴェ
カナンダからの影響では説明出来ないのだ。

■ 戦後の国際的ヨガの発展
この研究は、どうして今日のヨガが、実践的にも意味的にもアサナ中心

になったのかを明らかにしようというものだ。だから第二次世界大戦後
に、ポーズをとるヨガがどのように発展したかは射程に入っていない。
この点に関しては、かなり大部な研究が必要になるだろう。しかしこの
本で扱った実験的な時期のあとに、そうした実験がどのように今日のポ
ーズ中心のヨガのありようを形成することにつながってきたのかについ
て、ここでざっくりと概観しておくことにも意味があると思われる。あ
くまでも概観であるので、ヨガの発展に関しての重要なディテールには
触れることは出来ない。詳しい記述は、「近代ヨガ」に書いた私の論考
［Singleton 2007m］や、ド・ミシェリス［De Michelis 2004］の第 6章、あるいはニ
ューコム［Newcombe 2007a］などを参照されたい。

20世紀後半には、欧米でポーズをとるヨガへの興味が急速に高まり、い
くつかの重要なポーズ中心のシステムが生まれた。1950年代には、クリシ
ュナマチャルヤの弟子のインドラ・デヴィなどによる、かなり劇的に宗
教臭を排除し医学的にした、ヨガによる健康と若さを保つための実践的
マニュアル本が普及した。アメリカの身体文化推進者で元ミスター・ア
メリカの、ウォルト・バプティストも、ヨガを欧米のスポーツやエクサ
サイズの一種として位置付けるのに貢献した。テオ・ベルナールの仕事

も影響力を持っており、彼の参加者／観察者の観点からのハタ・ヨガ・
サーダナの本（『ハタ・ヨガ：個人的体験の報告』［Bernard 1950］）はヴィシュヌデ
ヴァナンダのアサナ百科事典やアイアンガーの本（『ハタヨガの真髄』［Iyengar 

1966］）の前身となったものだ。
1960年代には、いわゆる「フラワー・パワー」がヨガにももたらされ、

アメリカやヨーロッパの青年にヨガへの興味を起こさせることとなった。
インドの哲学やヨガがカウンターカルチャーの代表的な人びとにもては
やされることにより（例えば、ビートルズとマハリシ・マヘーシュ・ヨギとの邂逅な
ど）、大衆的な精神論の世界でヨガがしっかりと位置付けられ、多くの若
者がインドへの「ヒッピーの道」をたどり、オルターナティブな哲学や
ライフスタイルを求めた。ヨガへのメディアの注目度も上がり、主流に
近い位置付けになりつつあった1960年代、70年代には、雑誌やテレビ番
組シリーズがヨガをカバーするようになった。例えば、リチャード・ヒ
トルマンの「健康のためのヨガ」（1961年初放送）などにより、人びとはポ
ーズを基礎としたヨガの世界に、それぞれの家庭で取り組むようになっ
たのである。1970年代、80年代には、欧米でヨガがしっかりと根を張り、
かなりの数の流派や組織が新たに作られたり拡大したりした。この時期
に、ニューエイジ運動が起こり、ヨガが100年ほど前から関わってきてい
た奥義主義と結びつくことによって、ヨガへの興味が増大した。これは
今日にまで続いている傾向である。1990年代半ばごろまでには、ポーズ
を中心にしたヨガは欧米の都市部で、すっかり定着した。そして、1990

年代にはヨガ・「ブーム」が訪れ、商業的な動きと結びつき、さまざまな
レベルでの商品化が進み、関連商品が売れるようになったのである。
今日隆盛しているポーズ中心のヨガは、この本が扱ったポーズ再興の
動きに大きな影響を受けている。アシュタンガ・ヴィンヤサ・システム
や、その派生形である「パワー・ヨガ」などを行う都市部のヨガ・スタ
ジオのありようは、20世紀初頭のインドの体育教育機関の直系の後継で
ある（第 9 章の主題）。現在商業的に成功しているビクラム・ヨガ・システ
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ムも、同様に1930年代にボディビルダーのB・C・ゴーシュが発展させた
身体文化の融合形から派生したものである（第 6 章）。しかし、これ以外
にも数多くのポーズ中心のヨガのスタイルが、この本が主に扱った身体
文化と奥義的身体運動の文脈から生まれている。
こうしたつながりは、これまではっきりしておらず、この本は、歴史

的に明白なことを繰り返しただけのものではない。世界中でヨガ実践者
がアサナに夢中になっているのには気付いていたけれども、どうしてそ
うしたポーズをとるヨガがこんなに拡がったのかについて、その起源の
きちんとした研究はなかったのである。ヨガと関わりのない人も実践者
も、こうしたスタイルのヨガが、インドの伝統的ヨガにはなく、20世紀
初頭に初めて登場したことをほとんど知らない。この研究は、今日流行
っているポーズをとるヨガの基礎が出来た、およそ40年間の時期に焦点
を当てたものなのだ。もちろん、今日に至るまでのヨガの歩みをすべて
網羅は出来ないし、21世紀のヨガのありようを、すべてその初期のあり
ようが規定しているとはいえない。ただ、はっきりしているのは、ヴィ
ヴェカナンダからはこうしたポーズをとるヨガのスタイルは生まれえな
いし、この本が扱ったシステムの数々が、ポーズをとるヨガの最終形態
というわけでもないということだ。ヨガの新しい試みは、第二次世界大
戦中にも続き、今日でも新しいポーズが生まれている。しかし、私がこ
こに集めた証拠によれば、こうしたスタイルと今日のポーズをとるヨガ
の基礎となっている信念の体系は、この本で扱った創造力あふれる時期
に根を持つのは間違いない。

■ 各章の概要
第 1章では、インドの伝統の中におけるヨガについてまとめた。特に、
中世のテキストや近代の歴史学研究を通じて知られている、ハタ・ヨガ

を中心に扱った。こうすることで、今日のヨガがこうした古い伝統に根
ざしているといわれているものの、あまり類似性がないことが確認され
る。
第 2章では、17世紀にヨーロッパの人びとがヨギンに出会った初期の

様子を確認し、植民地でのヨギンの社会的地位が低かったことなどを分
析している。19世紀のオリエンタリストの研究により、ヨギンの位置付
けは確定し、最初のハタ・ヨガ文献の英訳には、彼らのヨガ実践に対し
て強い敵意が含まれていた。また19世紀には、近代的な医学的ヨガが兆
し、それがやがて20世紀のパイオニア、クヴァラヤナンダによるハタ・
ヨガ再興につながる道となったことも確認する。
第 3章では、ヨギンのパフォーマンスがどう扱われていたかを確認す

る。18世紀末のインドの不況と政治的な行き詰まりから、ハタ・ヨギンの
多くが大道芸で糊口をしのぐようになった。ちょうど勃興した写真ジャ
ーナリズムの技術により、曲芸的ヨギンの姿が「エキゾチックな東洋」
の一部として盛んに紹介されるようにもなった。19世紀末のヴィヴェカ
ナンダやブラヴァツキーなどによるヨガ再興では、ポーズをとるヨギン
の悪趣味とは距離を置き、そうした実践をけなす傾向がみられた。これ
が、初期の国際的英語圏ヨガの世界でアサナが顧みられなかった理由で
ある。
これらの最初の 3 章は、どうしてヨガ再興の動きの中で、ハタ・ヨ

ガ、特にアサナが無視されたのかということを説明するために書かれて
いる。その後の章では、そのアサナがどうして復活し、どう形を変え、
やがて国際的ヨガの中心的要素となりえたのかを、世界の身体文化運動
との関わりの中で描く。
第 4章では、近代の愛国的身体文化について述べる。ここでは19世紀
末から20世紀にかけてのインドに影響を与えた、重要な欧米の身体文化
がどのようなものだったかを記述することになる。リンをモデルにした
北欧の体操、サンドウに影響を受けたボディビルディング、H・C・バ
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ックに率いられたインドYMCAで取り入れられたさまざまなメソッドに
ついて書いている。こうしたもののすべてが、国際的ヨガの形成におい
て、実践的にも精神的にも深い影響を与えた。
第 5章は、同時代のインドの身体文化の様子を述べたものである。植

民地下の教育者たちは、ヒンドゥー教のインド人が身体的に劣っている
と考えがちで、だから支配されても仕方ないとみていた。しかし、イン
ド人によって導入されたイギリス式の身体文化が、植民地支配への愛国
的な抵抗に取り入れられるようになる。この過程でアサナが近代的身体
文化と結びつけられるようになり、人間形成を行う「土着の」身体文化
として再興する。ここで、ヨガと身体文化を結びつける最初の実験的な
動きを取り上げる。
第 6章と第 7章では、20世紀初頭のヨガと身体文化を結びつける試みを
取り上げた。実践的な英語圏ヨガの教科書には、アサナはまだ20世紀初
頭の10年間には見られなかった。そこで、どうしてポーズをとることが
近代ヨガの主流になったのかを考察した。ここで、近代のヨガ的身体観
は、紛れもなく身体文化の「健康主義」や欧米の奥義主義の実践や思想
に根ざしていることを明らかに出来たのではないかと思う。第 6章は、
体操やボディビルディングの一種としてのヨガの確立と、それが第 5章
でも取り上げたように、しばしば愛国的な人材育成プロジェクトと結び
ついたことを扱う。第 7章では、近代ヨガと身体文化の関係の別の側面
である、「ハーモニアル体操」との関係を取り上げる。女性向けの「精
神的」運動法とダンスが、19世紀末にヒンドゥーのヨガと結びついた。
21世紀の都市部で開かれているハタ・ヨガ教室は、哲学的にも実践的に
も、支える層のありようも含めて、20世紀初頭の女性向け身体文化教室
の再来である。
第 8章では、近代的なポーズ中心のヨガ実践が、ビジュアルな再現方

法の技術と密接に結びついて発展したことを論じる。写真と印刷の技術
が向上し、大衆的な身体表現としてのヨガが登場する土壌が出来、写し

取られるようになった。写真によるリアルな再現に近代ヨガが依存した
ことで、「伝統的」ハタ・ヨガの身体観が払拭されたのである。
第 9章では、いよいよ最後にT・クリシュナマチャルヤがマイソール
のヨガ教師となった1930年代から40年代にかけての時期に、非常に影響力
を持ったポーズ中心のヨガのスタイルを発展させたことを取り上げる。
これまでの章を踏まえると、この非常に抜本的な改革を行い、今日隆盛
を極めるいくつかの流派の元となったスタイルが、近代的な身体文化の
影響のもとに生まれたことが理解出来るはずだ。また、クリシュナマチ
ャルヤのヨガ実践スタイルが、今日考えられているほどユニークなもの
ではなく、当時の欧米とインドの身体文化の融合形態の一種が、「伝統
的」ハタ・ヨガの文脈でも起こったものと位置付けられることを示す。
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訳者のことば

日本のみならず、世界でも「ヨガ」はすっかり日常的な言葉になりま
した。スポーツ選手やハリウッド・セレブがヨガをエクササイズに取り
入れていると言っても、違和感なくすんなり受け入れられています。
ただ特に日本では、宗教色の強い「ヨーガ」が先に浸透し始め、健康
法として一定の評価を得た後に、欧米のフィルターを通したフィットネ
スとしての「ヨガ」が広まったこともあり、人によって「ヨガ」のイメ
ージはさまざまでしょう。
この本は、そんなヨガのイメージの多くが、どうして出来上がってきた
かを丁寧に教えてくれます。多彩なイメージにはそれぞれ根拠があり、
特に欧米での紹介のされようによって、ある特定の付随するイメージが
出来上がっていったことがわかります。例えば、ヨガがオカルト的なイ
メージと結びついた理由のひとつが、20世紀初頭のイギリス人黒魔術師
がヨーロッパに紹介した際に、密教ヨガをインドの性の奥義と関係があ
るとしていたせいだった、などということも書かれています。また「肩
こりに効くポーズ」などというように、ポーズのひとつひとつにどうい
う治療的効用があるのかという紹介の仕方は、ヨガの近代化の流れの中
で19世紀末に始まり、1930年代から40年代にかけてヨガが自然治療に取
り込まれる中で定着してきたことも説明されています。
しかし何といっても圧巻なのは、ここ10年ほどのヨガ人気の元になっ
たパワー・ヨガなどでおなじみの「太陽礼拝（スーリヤナマスカーラ）」が、
もともとボディビルディング系のエクササイズとして20世紀初頭辺りに
定式化されたものだったということや、現在の「ストレッチしてリラッ
クス」といったヨガの要素は、ヨーロッパでは1930年代には女子の柔軟体

sample
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操として定着していたものだったという事実です。さらに、現代のヨガ
の「立ちポーズ」の練習方法は、こうした体操の影響を受けているとい
うことも、あまり知られていないことでしょう。それでは現在、ヨガ・
スタジオで教えられている多くのスタイルがどのように生まれたかにつ
いて、この本は次のように説明しています。インドがイギリスの植民地
だった頃、ヨーロッパ式の体操が取り入れられましたが、やがて19世紀
末にインドがイギリスから独立しようとする中で、国産エクササイズを
生みだそうという動きが生まれ、古典的なハタ・ヨガの技法を取り入れ
て欧米の体操やボディビルディングなどと融合させる実験的な試みが始
まり、20世紀に入ってからアシュタンガ・ヨガを始めとする新しいスタ
イルが生まれてきたというのです。この本が明らかにしている、こうし
た近代のヨガ再生物語には、非常に説得力があります。
「ヨガは、パタンジャリの『ヨガ・スートラ』の実践として古くから
連綿と行われてきたのではなかったの？」という疑問を持つ人も多いで
しょう。多くのヨガの歴史ではそのように説明されてきたからです。著
者は、こうした定番の歴史の流れについて第 1章で手際よくまとめた上
で、それが国際的に拡がる英語圏ヨガの世界には、そのまま伝わってい
るわけではないことを解き明かしていきます。その一例として、サンス
クリット文献が英訳されるときに、哲学として立派な部分を伝え、欧米
に受け入れられにくい「わいせつな技法」の記述を外したことなどが明
らかにされています（ここは実は日本では事情が異なり、インドの古典文献を英訳を
経ずに読みこなしてきた実績により、こうした英語圏ヨガでは隠蔽されてしまった行法も

宗教色の強い「ヨーガ」の文献としては邦訳されて伝わっています［佐保田鶴治『ヨーガ

根本教典』平河出版社、1973年参照］）。
それでは、ヨガの行法はまったく廃れてしまった時期があったのでし

ょうか。それも違います。この本では、ヨガの哲学を高く評価したヨー
ロッパの古典学者たちが、なぜ実際のヨガの行法をそこから逸脱したも
のとして切り離そうとしてきたのかについて、第 2章、第 3章を割き多

くの資料を駆使して詳しく説明しています。ヨーロッパにいた曲芸師の
技と瓜ふたつのヨガ実践を見た欧米人が、曲芸の一種としてヨガのイメ
ージを消費していったことなどが、多数の図版を使ってわかりやすく示
されています。
ところで、日本でも修士論文のテーマにヨガを取り上げる例なども出
てきていますが、欧米では近代ヨガの研究はある程度厚みをもった領域
に育ってきています。この本の著者は、そうした研究史の上に立って、
「はじめに」に詳しく書かれているように、これまでの研究で充分に説明
出来てこなかった「1890年代半ばの『ラージャ・ヨガ』の著者ヴィヴェ
カナンダのアサナなしのヨガ再興の後、何故1920年代以降にポーズ練習
が復活・普及したのか」という問題を追究しました。そして、先ほども
触れたように、インドが独立国家への道を模索する中で、愛国心のある
強い肉体をもった国民を育てるための体育の一環として、ハタ・ヨガの
技法を取り入れた身体文化としての国産エクササイズが創り上げられた
ことが、明らかにされたわけです。
実は、こうした「伝統を創りあげる」ことは、新しい国民国家が出来
上がる19世紀末から20世紀初頭には、ヨーロッパでも広く行われていた
ことが、近年の歴史研究で明らかになっています。E・ホブズボウムと
T・レンジャーが編んだ『創られた伝統』（Hobsbawm and Ranger eds., The Invention of 

Tradition, 1983）は、こうした研究の嚆
こう
矢
し
となった本ですが、この中で「創ら

れた伝統」には 2種類あると述べられています。それは、「実際に創り出
され、構築され、形式的に制度化された「伝統」」と「容易に辿ることは
出来ないが、日付を特定出来るほど短期間――おそらく数年間――に生
まれ、急速に確立された「伝統」」です。そして、両者とも「歴史的な過
去との連続性がおおかた架空のものだ」という特徴があるのです。
インドにおける近代ヨガの成立の過程は、存在しない可能性が高い古
典を典拠にするなどして歴史的過去との架空の連続性を謳

うた
ったこと、独

立するインドの愛国的国民を育成するための国民文化の象徴として創ら
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れ、体育にも取り入れられたことなどから、前者のタイプに近い「創ら
れた伝統」のひとつとして機能したと解釈出来ます。逆にいうと、こう
した現象はヨガに限られたものではなく、似たような時期に世界中で起
こっていたことでもあったわけです。
しかし、この本の素晴らしいところは、こうしたヨガの知られざる歴史
をセンセーショナルに扱うのではなく、あくまでも知的に淡々と論証す
る一方で、こうした「伝統を創った」人びとが、インドの賢者のやり方
に従って、過去の状態を維持することに拘

こう
泥
でい
せず、今日的な解釈を加え

ながら自分の会得したヨガを後世に伝えたのだと評価したところでしょ
う。そして、この本が明らかにしている事実を根拠に、近代ヨガのスタ
イルが古典的ヨガを正統に継承していないとして批判することも出来る
ことを、著者は充分に承知しながら、そうした読み方を導かないよう、
非常に繊細に論を進めています。そのヨガへの温かいまなざしは、ポー
ズ練習も含めてヨガを自ら深めている著者ならではのものなのかもしれ
ません。
実際、ポーズをとるヨガに親しむ人びとの中には、ヨガの実践をきっか

けに古典文献を勉強する人もあれば、日本に別ルートで伝わっていたよ
うな宗教色の強い「ヨーガ」に興味を拡げる人などもあります。また訳
者自身も、座禅ではあれほど難しかった数

す
息
そく
観
かん
が、アシュタンガ・ヨガ

を通じて誰にでも自然に出来るようになることを見つけて以来、「動く瞑
想」としてのヨガにすっかり魅せられて、数年間も飽きることなく修し
てきました。つまりポーズ練習としてのヨガの中にも、ハタ・ヨガ、あ
るいは他の古典的ヨガへ連なる要素が確かにあるということでしょう。
そして、この本を読んで、その独特なスタイルが、20世紀初頭インドの
体育のスタイルに共通した要素をもっていることや、新しい国産エクサ
サイズのデモンストレーションとしてのアクロバティックな要素を持っ
ていることなどを知ることで、むしろよりはっきりと、その中にあるヨ
ガ的なものを感じることが出来るとすらいえるように思います。

訳者は、在外研究のためスタンフォード大学で学んでいた2010年に、
カリフォルニアのヨガ・スタジオで行われたハタ・ヨガのワークショッ
プに参加した際に、画期的な本が出たと紹介されて、この本に出会いま
した。ヨガ実践も少々している歴史研究者として、内容を非常に興味深
く思い、是非、日本でも紹介出来ればと思ってから数年が経ってしまい
ましたが、校正者の方々の並々ならぬ力添えを得て、この間、ますます
評判が高くなったこの本を訳し得たことを幸せに思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2014年 9 月

Mysore京都の皆様に感謝しつつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喜多千草
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Y O G A  B O D Y 訳者のことば
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